
「保存」と「再生」の融合 
――過去と未来を接続する試み 

大正期名建築の再生 
――プロジェクトの建築史的意味 

シリーズ　 No.18　 

　大正6（1917）年に当時のわが国を代表する実業家329名によって

結成された日本工業倶楽部は、第一次世界大戦後の好況を背景に、

翌年の4月に同倶楽部の所有になる会館の建設に着手した。工事に

およそ2年半の歳月をかけ、竣工したのは大正9年の11月。地上5階、

鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）。正面屋上には小倉右一郎作の像

が二体置かれ、男性はハンマー、女性は糸巻きを手にする。これは、当

時の二大工業であった石炭と紡績の象徴だった。「近世復興式」と呼

ばれる建物全体のフォルムは、それまでの主流だった古典的様式に新

傾向のゼッツェシオン様式を積極的に組み合わせ、さらに当時注目さ

れつつあったアメリカ型高層オフィスビルの長所も採り入れた大正期

建築の特徴を顕著に示すものであった。 

　設計は横河民輔ひきいる横河工務所によるもので、ファサード担当

は松井貴太郎、インテリア担当は橘教順と鷲巣昌。国賓クラスの来訪

も考慮し、正面入口部分にはドリック・オーダーのエントランス・ポーチを

配してある。重厚な外観は日本の財界活動のシンボルたるにふさわし

く、また、一階広間、二階大会堂、三階大食堂など、各室それぞれにも、

豪華さと気品を共に追求した個性的な内装がふんだんに施された。 

　しかし……この建物の運命は、必ずしも順風満帆とはいかなかった。

竣工後、わずか3年にして関東大震災による大打撃を被り、第二次大

戦の戦中・戦後を通じても、軍やGHQへの供出・徴用を余儀なくされ

なければならなかったのである。 

　さらに時が流れて平成の世となると、所有者は会館の存続について

大きな岐路に立たされた。震災後に建設された近代建築の多くが「耐

震」を主眼として設計・施工されたのに対して、この建物は耐震性・安

全性の面で多くの問題を抱えていたからだ。 

　全館の保存は不可能という現実に直面した所有者――社団法人・

日本工業倶楽部は、メンバーによる「建築委員会」と並行して、伊藤滋

慶応大学教授を座長とする「歴史検討委員会」を組織し、登録有形

文化財として保存すべき範囲を明確にした上で現実的な打開策を摸

索した。その結果、敷地の所有者である三菱地所による永楽ビルヂン

グ新築計画と一体化させた会館の“一部保存”という方策が導き出さ

れたのである。 

　特に歴史的価値の高い大会堂・大食堂などが配された建物の西側

3分の1は完全保存、それ以外の部分はでき得る限り内外の部材を再

利用するかたちで新築・再現するという壮大なプロジェクトが動きだし

たのは平成12（2000）年12月のこと。解体部分の採取材を保存し、翌

年1月を期して「保存」と「再生」を高度に融合させた会館の「新築工

事」が開始された。創建当時の図面等は一切残っていない。しかし、

工事にあたる技術陣は、わずかに保管されていた古写真などを分析

しつつ、竣工時の建物を再現することを目標とした。屋上の像、ドリック・

オーダーの石柱、一階壁面の石材等は保存材を使用し、玄関から5階

に至る大階段、広間も竣工時に復元することを目ざした。 

　こうした努力を積み重ねて、平成15年（2003）年2月に工事は完了

する。地上30階建の永楽ビルを背景に、今、鮮やかに甦る「都市の記

憶」――脈 と々受け継がれてきた「過去」と、これからの百年を見据え

た「未来」を接続する装置として再生した日本工業倶楽部会館。この

プロジェクトが、以後の名建築保存および街並の整備計画に対して大

きな示唆となることに異論はないだろう。建物すべての保存が不可能

であっても、所有者の意志と技術陣の挑戦が提示する最善の策は存

在する。この事例に学ぶさまざまな取り組みが、今後、全国各地へ広

がることを期待したい。 
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　プロジェクトの技術的な核心は、なんといっても会館の3分の1にあた

る西側の保存部分（大会堂・大食堂）と、再現・新築となる中央・東側

部分を、安全性を確保した上で接続し、完全に一体化した建物として

成立させることにあった。 

「まず、それ以前に、躯体ごと保存する西側部分に影響を与えずに、他

の部分を解体することに非常な神経を使いました。同時に、竣工当時

の強度のまま再現した場合に、果たしてそれで持つものかどうか……

現代の基準を満たす建物として成り立つかどうかの検討・判断も難し

かったですね。ともあれ、解体はまさに発見の連続。名建築へ注がれ

た過去の技術に触れることには大きな感動がありました」 

　倶楽部棟の施工を担当した清水建設の野上氏は、工事が始まった2

年前をこう振り返る。 

　保存部分に炭素繊維による躯体補強を施した上で、床下に仮受の

鉄骨梁を差し込み、仲通り方向へ1.2メートルの曳家を実施。そうして

おいて、新築の再現躯体と一体化させ、新たに建造した4フロアの地下

躯体の上へ免震定着する――手順のみを記せば淡 と々したものだが、

かつてない画期的な試みである。これを成功させるために、技術陣の並々

ならぬ労苦が費やされたことはいうまでもない。 
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▼「都市の記憶」下記バックナンバーはhttp://www.websanko.comへアクセスください 
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　建物の外壁に施されている歯型装飾は、凹凸の1組で1ピースを構

成し、様式を崩さずに安全性を確保した。外壁タイルは高圧洗浄でもと

の色味を確認し、当時の製品のばらつきを計画的に再現した5種類の

新注品と組み合わせて再現。総重量13トンというドリック・オーダーのエ

ントランス・ポーチはそのまま使用。上に載る梁の石は鉄骨を入れたPC

に加工し一体化することで耐震性を高めたという。 

「しかし、内外装とも単なる“再現”ではありません。使い勝手の向上

を目指すことはもちろん、将来の用途変更にも対応できるよう“現代の

ビル”としての機能強化・付加価値についても最大限に配慮しました」 

　こう語るのは、30階建のタワー部も含めて全体の設計監理にあたっ

た三菱地所設計　丸の内設計部の佐藤副部長である。窓サッシュは

オリジナルのデザインを再現しながら、ステンレス製（フッ素樹脂塗布）

のものに総入替した。スプリンクラーの新設といった防災的対応も欠か

せない条件である。「古い器」を快適な空間にするため、困難を工夫

で克服しつつ保存部分の天井裏にも空調ダクトをめぐらせた。 

　一方で、第二次大戦時に供出され失われたままだった大階段の金

属製手摺りは、古写真を典拠に創建時のものを再現してある。こうした

「復刻」部分と、階数表示などにあえてアナログ的なテイストを付加した

エレベーターといった最新設備が違和感なく調和している。 

　解体と再現工事に携わった大工さんたちの作業をはじめ、漆喰塗りな

ど、現在では稀少となった高度な職人技が随所に注ぎ込まれた点も特筆

に価する。また、解体によって得られた知見が今後多方面に生かされる

ことを考えれば、全館保存を超える意味をそこに見出すことができる。 

「丸の内の街区全体の活性化に結びつくということで、都市計画的な

意味合いが認められ、行政とのやりとりも大変スムーズに運びました。

これからの名建築保存のあり方・方向性を指し示す事例として評価し

ていただけるのではないでしょうか」 

「現在考えられる最高水準のものができたと思います。きれいになって、

改めて惚れ直しましたよ」 

　統轄責任者である岩井常務取締役、長きにわたって会館建物のメン

テナンスに携わってきた木下氏、共に“ひと安心”という表情が浮ぶ。 

大正期を代表する日本工業倶楽部会館を見事な「現代建築」へと再

生させた今回のプロジェクトは、大きなエポックとしてわが国の建築史

に記憶されることだろう――再研磨によって回復した屋上の男女像が、

ひときわまぶしく誇らしげに輝いていた。　　文：歴史作家　吉田　茂 
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木 ・ 木 建 ガ ラ ス 

調 査 ・ 保 存 解 体 

屋  上  彫  刻 
修復・調査 耐水ペイント塗装人研ぎ再研磨 

軒 の 歯 型 装 飾 

外 装 タ イ ル 

エントランスポ－チ（ドリックオ－ダ－） 

基壇の御影石とともに建物全体に施され
ている歯型装飾は、凹凸の一組で１ピ－ス
を構成している。 

凹凸の一組で、１ピ－スのＰＣ化とする事により、様式を安全に再現します。 

当時のタイルの製品のバラツキを計画的に作成し、甦らせる。 
（今回は５種類のタイルとした｡） 

●一体ＰＣ化する事によ
　り、耐震性を高める。 

※亀裂部→エポキシ樹脂注入後 
　人研ぎ再研磨 

新築躯体アンカ－にて固定D19　
@200×2列　定着190

縦に二つ重ねた２枚のタイルを１組として、  馬踏み
に貼られている。　 
 
高圧洗浄＋エポキシ補修 →高圧洗浄した後のタイ
ルの色を調査する。 

正面玄関は国賓を迎える場合のあることを考慮して荘
重な古典様式のドリス式を採用している。又、その重量
は、保存採取時に総１７ｔである事が確認されている。御
影石の無垢で、タボ鉄筋は、腐食していた。 

ステンドグラスは、拓本を取り、 又、保
存採取品により確実に再現します。  
保存採取した木建は、木工所にて損
傷等調査し、補修・再現します。 

内装石材は湿式で施工されていまし
たが、保存の表情を損ねない程度に
裏加工し、堅固に現代工法で再現す
るものとします。 

木地が見えないペンキ
仕上げ面は、１～２層塗
装面をはがし、施工当初
の色に再塗装します。 
 
木地が見える建具には、
再塗装は行いません。
但し、使用に耐えられな
い部分に対しては、同
色、同質の補修を行い
ます。 

石 
損傷のひどい採取部材は、エポキシ樹
脂の注入、及び裏側にグラスファイバ
ーシートを貼るなどして、極力再現する
ものとします。 

石  膏  ・ 漆  喰  

木  建  ・ ガ  ラ  ス  石  

● 保存解体調査により、 再現可能な石膏と漆喰に分けます。 

木  
・木地 ・塗装 

・オ－ダ－柱  
  独立型 

 
※石の内側を加工 

エ ン ト ラ ン ス ポ － チ 

再 現 ・ 復 原 手 法 

Ａ.石膏装飾 

Ｃ.装飾取付 Ｄ.ジョイント補修 

Ｂ.装飾・塗膜剥がし 

※最終色合わせとして 
ウオータペイントを３回塗る。 

表面塗装調査後、竣工当初の仕上げとする。      
・成分調査     
・非破壊検査　　　 
（レントゲン・超音波） 
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Ｅ.ステンド 
　ガラス補修 

１.保存採取材により、原型製作           
２.母型製作 
　（型材料：シリコン樹脂）　　　　　 
３.石膏仮組 
　（分割母型に石膏芯材　　 
　（麻）を打込み、全体を組み上げる｡) 
４.製品製作 
　乾燥養生後取付 

後方に見えるのは30階建のタワー部 

床下に仮受けの鉄骨梁を差し込む 

仲通り方向へ1.2メートルの曳家を実施した 

西側の保存部分を残した復原工事 


